
参考：放課後児童クラブの利用に関するクロス集計結果（小学生）   
■放課後児童クラブの利用について 
 

放課後児童クラブの利用状況については、「利用

している」との回答は 20.6％、「利用していない」

が 78.3％と、利用していない方が約 8割となって

います。        
■学年×放課後児童クラブの利用 
小学校の学年別の利用状況をみると、利用している割合が最も高いのは、「1 年生」の 47.4％

で、次いで「2 年生」の 38.2％、「3 年生」27.0％と学年が進むにしたがい、利用状況が低くな

っており、「6年生」では 5％未満となっています。 
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■放課後児童クラブを、以前は利用していた人の利用しなくなった・利用しなかった理由 
その理由は、「子ども本人が行きたがらなかったため」及び「子どもが成長し、自分で留守番が

できるようになったため」の 2項目が突出して高くなっています。 

  
■放課後児童クラブを、利用したことはないが本当は利用したかった人の、利用しなくな

った・利用しなかった理由 
その理由は、「申し込みを行ったが、定員に空きがなかったため」「対象の子以外にも兄弟がお

り、兄弟での利用に際し減免措置がなく、利用料金が高いため」「子ども本人が行きたがらなか

ったため」が上位となっています。 
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